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6月定例議会

No.79 熊本県多良木町議会発行
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平成22年

住宅リフォーム補助へ １千万円

　口蹄疫対策支援を 予算化 

　　７議員 が町政を問う

　　　２委員会が 先進地視察

住宅リフォーム補助へ １千万円

　口蹄疫対策支援を 予算化 

　　７議員 が町政を問う

　　　２委員会が 先進地視察

どろんこになっての 「から芋」 の苗植え
（黒肥地保育園）
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６
月
議
会

２

６月議会

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

一
千
万
円
を
予
算
化

議員の費 用弁償をカット！
★議会改革の更なる前進のために『定例 会における議員の費用弁償（日当）は支給しない』とする
　条例改正案を議員発議で提出し、全会 一致で可決した。

　平成２２年度６月議会は６／８〜６／１ ６まで開催され、専決処分の承認報告等８件・条例等４件・
同文議決２件・補正予算３件・選任同意１ 件・議員発議２件を提案し、慎重に審議した結果、原案ど
おり可決・同意しました。一般質問には７ 名の議員が登壇し、町長等の考えを質しました。

一般会計 22 年度補正予算は、 7,578万円追加し総額57億378万円とする

消毒プールによる口蹄疫対策

改修された多10−2公民分館

★ 下水道事業
　 ◦準幹線実施測量設計委託
　 ◦準幹線築造工事

★ 後期高齢者医療
　 ◦保険料還付金

………………………………………… 4,207 万円減額
……………… △ 624 万円　　

………………………… △ 3,388 万円　　

……………………………………… 55 千円追加
……………………………………… 55 千円　　

特 別 会 計

…………………………… 1,500 万円

…………………… 3,039 万円

……………………………………… 1,218 万円

…………………………… 3,060 万円

……………………… 1,000 万円

………………………………………………… 748 万円

…………………………………………………… 152 万円

……………………………… 158 万円
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議員の費 用弁償をカット！
★議会改革の更なる前進のために『定例 会における議員の費用弁償（日当）は支給しない』とする
　条例改正案を議員発議で提出し、全会 一致で可決した。

　平成２２年度６月議会は６／８〜６／１ ６まで開催され、専決処分の承認報告等８件・条例等４件・
同文議決２件・補正予算３件・選任同意１ 件・議員発議２件を提案し、慎重に審議した結果、原案ど
おり可決・同意しました。一般質問には７ 名の議員が登壇し、町長等の考えを質しました。

一般会計 22 年度補正予算は、 7,578万円追加し総額57億378万円とする

★ 下水道事業
　 ◦準幹線実施測量設計委託
　 ◦準幹線築造工事

★ 後期高齢者医療
　 ◦保険料還付金

議会
改革

★介護基盤緊急特別対策事業補助
（公民分館改修費　２ヵ所）　 　　

★農業経営体育成交付金事業補助金

★町道赤松線整備事業費

★森林整備新設作業道開設工事

★多良木町緊急地域経済対策事業
（住宅リフォーム補助）　  　

★口蹄疫対策事業費

★脳ドック委託料

★女性特有のがん検診推進事業

…………………………… 1,500 万円

…………………… 3,039 万円

……………………………………… 1,218 万円

…………………………… 3,060 万円

……………………… 1,000 万円

………………………………………………… 748 万円

…………………………………………………… 152 万円

……………………………… 158 万円

主 な 歳 出

人
権
擁
護
委
員
推
薦

３

●
携
帯
電
話
伝
送
路
整
備
事
業　
　
　

１
億
１
千

438
万
円

●
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業　

１
億
７
千
90
万
円

●
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
事
業　
　

１
億
１
千

660
万
円

●
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
事
業　
　
　
　
　

２
千

625
万
円

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
設
補
助
事
業　
　
　

900
万
円

●
施
設
開
設
準
備
経
費
助
成
対
策
事
業　
　
　
　

540
万
円

●
子
ど
も
手
当
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業　
　
　
　
　

359
万
円

●
緑
の
産
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　

４
千

600
万
円

●
都
市
農
山
村
交
流
促
進
施
設
設
置
事
業　

１
千

539
万
円

●
集
落
道
路
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

445
万
円

●
町
道
永
原
線
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　

７
千

353
万
円

●
防
災
情
報
通
信
設
備
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

793
万
円

●
小
学
校
改
築
・
補
強
事
業　
　
　
　

14
億
１
千

895
万
円

●
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業　
　
　
　
　
　
　

136
万
円

※２１年度から２２年度へ
繰り越される予算

【新任】
木村　輝美氏
（奥野）

　

佐
伯
孝
子
人
権
擁
護
委
員
が
平
成
22
年

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
同
氏
を
推
薦
し
ま
し
た
。

６
月
議
会 繰 越 明 許 費
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臨
時
議
会

４

臨時議会3/30

費用弁償に関する条例改正
　熊本市が政令指定都市へ移行するため、熊本市への費用弁償が 2,000 円となるが、これまでどお
りに 1,500 円とする条例改正

多良木小学校改築建築工事請負契約の締結
１．契約の方法　指名競争入札
２．契約の総額　９億 1,350 万円（消費税込み）
３．契約の相手方　光進・味岡建設工事共同企業体

多良木小学校改築電気機械設備工事
請負契約の締結

１．契約の方法　指名競争入札
２．契約の総額　１億 5,911 万７千 945 円（消費税込み）
３．契約の相手方　九電工・尾前電気設備特定建設工事共同企業体

21 年度一般会計補正予算
　歳入・歳出それぞれ 7,751 万１千円を減額し予算総額を 78 億 7,166 万 3 千円とするもの
　歳入は地方交付税が約 1 億 9,900 万円の増が決定となり、基金繰入れ金など 2 億 6,867 万円・町
債 3,300 万円等を減額するもので、歳出は民生費・農林水産業費の減額と精算に伴うものが主なも
のである。繰越明許費補正は総額４億 3,442 万７千円となった。

久米財産区・介護保険・後期高齢者医療等の
特別会計も精算を主なものとして補正された。

陳情・要望書
件 名 ・ 要 旨 提 出 者 付託委員会 結　果 意見書

本町林業振興の活性化
について

多良木町森林組合 経済建設委員会 採択 なし

現行保育制度の維持と
子育て支援施策の拡充
を求める意見書提出に
関する陳情書

光台寺保育園長
橋口素美他７名

厚生文教委員会 採択 あり
発議
５号

安全を祈り　エイッ！！
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全
員
協
議
会

５

全員協議会報告全員協議会報告
　４月５日と２３日・５月２１日・６月１日の４回にわたり全員協議会が行わ
れた。
　協議内容の主なものは、口蹄疫対策、ブルートレインの開業、住宅リフォー
ム助成、継続審議として火葬場問題、婚活々動、そして議会改革など多岐にわ
たり協議をした。

口蹄疫対策　県道中河間多良木線で車両消毒がされている。畜産農家には、消毒剤を６
回にわたり配布し、畜舎周辺の徹底した消毒体制が取られ感染防止の対策が取られてい
る。また、経営支援策として、家畜市場の開催延期により、その間の餌代の一部助成や
子牛販売代金等の遅延に対して、１戸 40万円迄無利子の融資制度が新たに創設された。

ブルートレイン　７月１日に開業した。６月３０日に落成式を計画していたのだが、口
蹄疫の関係で延期をよぎなくされた。児童交流で、７月３０日から８月２日までの３泊
４日で姉妹町の北海道の南幌町から小学６年生１０名が多良木町を訪問予定になってい
る。ブルートレインに宿泊してもらい、子どもたちの思い出のひとつになることを期待
している。

住宅リフォーム助成　町民が居住している住宅の増改築工事などを、町内の施工業者に
発注される場合において、その経費の一部を補助することにより生活環境の向上と、町
内産業の活性化を図ることとした。補助対象は１０万円以上の工事で、工事費の２０パー
セントで２０万円を上限に補助をする。

火葬場問題　継続審議として毎回取り上げている。６月１１日には議員全員で多良木火
葬場、あさぎり町の火葬場、水上火葬場の３か所を視察した。併せて、宮崎県西米良村
にある火葬場にも視察する予定だったが、口蹄疫の関係で今回はとりやめとした。この
問題については、９月の定例議会までには、議会としての方向性を出すこととした。

婚活々動　各委員会から１名の代表を選出し、正副議長も含めて各種団体との連携を密
にしながら最優先課題と位置付けて取り組むこととした。

議会改革　６月議会の中で、議員発議で定例会の費用弁償についてはカットすることに
決定した。また、町民の皆様と議会との交流を考えた議会報告会の開催を企画している。
このことも９月議会までには結論を出すこととした。
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一
般
質
問

く
ま
川
鉄
道
活
性
化
に
つ
い
て

人
吉
球
磨
の
足
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か

井
上
光
男
議
員

７人が町政を問う
１　井上　光男　議員 ( ６ページ )
　①　活性化について

２　福島　典生　議員 ( ６ページ )
　①　重要政策の進捗状況について
　②　ブルートレインの利用方法について
　③　槻木地区の振興策について
　④　多良木火葬場の老朽化について

３　恒松　春喜　議員 ( ８ページ )
　①　農林業の振興策について
　②　有形文化財保存の助成は
　③　くま川鉄道について

４　森下　孝幸　議員 ( ８ページ )
　①　農林業の振興について
　②　文化財の保護と保存について

５　坂口　幸法　議員 ( ９ページ )
　①　健康づくりと食育について
　②　給食費未納問題について
　③　子宮頸がん予防について

６　瀬崎　哲弘　議員 (10 ページ )
　①　里山活性化について
　②　口蹄疫問題について
　③　農業生産状況について
　④　くま川鉄道の運営について

７　久保田　悦子　議員 (10 ページ )
　①　「トレーサビリティ」の対策について
　②　口蹄疫問題について
　③　国保税について
　④　水道料金の値下げについて
　⑤　町営住宅の危険防止について
　⑥　川辺川問題について

７人が町政を問う
［全ての質問事項］

Ａ Ｑ

槻
木
地
区
を
今
後
ど
う
し
た
い
の
か

自
然
を
利
用
し
た
地
域
振
興
を

Ａ Ｑ

町
長　

槻
木
地
区
の
方
が

町
に
出
て
く
る
の
に
一
番

大
変
な
の
は
「
県
道
の
問

題
」
だ
と
思
う
。
離
合
所

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

離
合
所
の
件
は
ず
っ
と
要

望
し
て
い
る
。

　

県
も
よ
く
理
解
し
て
も

ら
い
、
何
箇
所
か
の
予
算

質
問　

槻
木
の
方
の
今
一

番
の
期
待
は
、
槻
木
の
振

興
は
槻
木
出
身
の
町
長
の

時
に
ど
う
に
か
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
。
槻
木
の
将
来
の
展
望

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思

わ
れ
て
い
る
の
か
。

三
．
通
勤
時
間
帯
以
外
の

格
安
料
金
、
児
童
、
園

児
の
格
安
料
金
設
定
は

で
き
な
い
か

質
問　

今
後
負
担
金
が
予

想
さ
れ
る
、
く
ま
川
鉄
道

活
性
化
に
つ
い
て

一
．
事
務
取
扱
を
広
域
行

政
で
で
き
な
い
か

二
．
く
ま
川
鉄
道
宝
く
じ

の
企
画
は
で
き
な
い
か
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一
般
質
問

槻木トンネル

福
島
典
生
議
員

政
策
決
定
の
過
程
を
明
確
に

事
業
の
周
知
徹
底
を
し
な
け
れ
ば

Ａ Ｑ

は
紙
面
作
り
を
工
夫
す
る

と
か
、
ま
た
緊
急
性
を
要

す
る
場
合
は
、
防
災
無
線

を
通
じ
て
や
っ
て
い
く
方

法
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

主
要
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

議
会
ご
と
に
報
告
を
し
て

い
る
の
で
、
議
員
の
方
に

も
住
民
の
皆
様
と
接
す
る

と
き
に
、
ご
理
解
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
ご
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。

質
問　
「
政
策
決
定
を
自
分

た
ち
は
知
ら
な
か
っ
た
」

と
い
う
意
見
を
よ
く
聞
く
。

知
っ
た
時
は
決
定
し
て
い

た
と
い
う
事
例
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
政

策
決
定
ま
で
の
過
程
を

も
っ
と
町
民
の
皆
様
方
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

方
法
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　

い
ろ
ん
な
事
業

等
々
は
議
会
だ
よ
り
で
も
、

町
の
広
報
で
も
や
っ
て
い

る
。

　

な
か
な
か
読
ん
で
く
れ

な
い
と
悲
観
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
読
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
方
法
、
そ
れ
に

町
長　

く
ま
川
鉄
道
は
、

厳
し
い
経
営
と
な
っ
て
お

り
、
人
吉
・
球
磨
の
足
を

ど
の
よ
う
に
し
て
確
保
す

る
の
か
、
バ
ス
な
の
か
鉄

道
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て

い
る
状
況
に
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
事

務
取
扱
に
つ
い
て
で
す
が
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
く
ま
川

鉄
道
㈱
で
運
営
を
し
て
お

り
、
広
域
行
政
組
合
に
移

行
す
る
の
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

宝
く
じ
の
企
画
で
す
が
、

夢
は
あ
り
ま
す
が
、
法
的

な
制
約
や
人
吉
球
磨
を
対

象
と
し
た
時
に
利
益
が
出

て
く
る
の
か
、
疑
問
が
残

り
ま
す
。
ま
た
、
格
安
料

金
の
設
定
は
で
き
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
料

金
の
改
定
は
国
土
交
通
省

の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま

す
し
、
料
金
が
高
い
の
か
、

ま
た
安
く
す
れ
ば
利
用
が

増
え
る
の
か
を
考
え
た
時
、

ち
ょ
っ
と
難
し
い
と
思
い

ま
す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
進
展
は

十
市
町
村
同
じ
思
い
で
要
望
活
動

Ａ Ｑ

球
磨
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
促
進
協
議

会
」
を
結
成
し
、毎
回
、国
・

県
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

質
問　

高
速
道
路
と
の
ア

ク
セ
ス
は
必
要
不
可
欠
な

と
こ
ろ
で
す
が
、
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
の
進
展
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
選

挙
で
各
議
員
も
代
わ
っ
て

い
か
れ
る
の
で
、
市
町
村

全
体
で
の
確
固
た
る
取
り

組
み
が
必
要
。
ま
ず
本
町

か
ら
取
り
組
み
を
表
現
で

き
な
い
か
。

町
長　

山
江
村
は
、
当

初
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

を
使
っ
た
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
を
要
望
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
は
、

二
一
九
号
線
に
つ
な
が

る
蟹
作
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
作
る
こ

と
に
賛
同
し
て
頂
き
、
十

市
町
村
と
も
同
じ
思
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
人
吉

スマートインター候補地

も
計
上
さ
れ
、
実
施
に
移

る
状
況
で
あ
る
。
槻
木
の

振
興
に
は
自
然
を
利
用
し
、

ま
た
自
然
を
活
用
し
な
が

ら
積
極
的
に
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。
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一
般
質
問

恒
松
春
喜
議
員

見
え
な
い
農
林
業
政
策

高
齢
化
に
適
し
た
農
産
物
を

Ａ Ｑ

あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
農

林
家
の
高
齢
化
に
適
し
た

農
産
物
や
薬
草
関
係
と
か
、

健
康
食
品
に
つ
な
が
っ
て

い
く
農
産
物
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
く
方
向
で
今

後
も
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

質
問　

３
月
定
例
会
に
お

い
て
町
長
は
22
年
度
に
お

け
る
施
政
方
針
を
示
さ
れ

た
が
、そ
の
中
で
も
「
農
政
」

い
わ
ゆ
る
農
林
業
に
対
す

る
具
体
的
な
政
策
が
見
え

な
い
。「
農
林
業
の
活
性
化
」

と
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
農

林
業
関
係
者
が
期
待
を
も

て
る
具
体
的
な
政
策
を
示

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

町
長　

農
林
業
の
活
性
化

に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
同
じ

想
い
だ
と
思
い
ま
す
が
、

現
実
に
妙
案
と
か
決
定
的

な
案
が
な
い
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
り
、
農
林
家
が

生
産
し
た
も
の
を
出
荷
す

る
だ
け
で
な
く
、
加
工
し

て
「
付
加
価
値
を
つ
け
な

く
て
は
い
け
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
、Ｊ
Ａ
で
も
「
加

工
場
建
設
」
の
計
画
が

里
山
の
農
業
振
興
は

耕
作
放
棄
地
の
利
用
を

Ａ Ｑ

の
保
全
に
繋
が
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
市
民
農
園
な

ど
の
募
集
も
再
度
考
慮
し
、

農
林
業
の
活
性
化
に
鋭
意

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

松
崎
農
林
課
長　

中
山
間

地
制
度
が
あ
る
ゆ
え
に
、

い
ま
荒
廃
農
地
へ
の
移
行

が
止
ま
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
今
回
、
二
期
か
ら
三

期
に
移
る
分
に
つ
い
て
は
、

緩
和
措
置
に
よ
り
逆
に
増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

質
問　

本
町
で
も
人
口
減

少
や
高
齢
化
が
進
み
、
集

落
機
能
が
低
下
し
過
疎
化

が
著
し
い
。
中
山
間
地
域

資
源
の
保
全
管
理
上
の
問

題
が
深
刻
化
し
、
農
業
生

産
が
維
持
出
来
な
く
な
る
。

農
林
業
を
支
え
て
き
た
、

集
落
住
民
の
生
活
に
支
障

を
き
た
し
、
農
地
や
山
林

の
荒
廃
に
よ
る
農
林
地
の

多
面
的
機
能
に
も
悪
影
響

を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
町
長
の
里
山
農

業
振
興
に
対
す
る
考
え
は

町
長　

自
給
率
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
も
、
耕
作
放

棄
地
を
利
用
し
て
い
く
こ

と
が
、
農
村
集
落
の
維
持

や
環
境
保
全
、
地
域
資
源

文
化
財
保
護
に
充
分
な
助
成
を

無
形
有
形
問
わ
ず
補
助

Ａ Ｑ質
問　

古
い
建
造
物
や
彫

刻
、
古
文
書
な
ど
の
有
形

文
化
財
が
町
に
は
多
く

残
っ
て
い
る
。
こ
の
文
化

財
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
保
存
し
て
い
く
必
要
が

有形文化財　馬門薬師堂木造薬師如来坐像

発
症
し
た
場
合
の
埋
設
箇
所
は

町
有
地
や
第
三
者
に
相
談

Ａ Ｑ

番
と
思
う
が
ど
の
よ
う
な

方
法
を
さ
れ
る
の
か

松
崎
農
林
課
長　

万
が
一

発
症
し
た
場
合
は
移
動
が

で
き
ず
、
畜
舎
の
近
く
に

埋
め
る
こ
と
が
条
件
と

な
っ
て
い
た
が
、
今
回
、

口
蹄
疫
対
策
特
別
措
置
法

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
ワ
ク

チ
ン
を
打
っ
た
牛
に
つ
い

質
問　

口
蹄
疫
対
策
に
つ

い
て
は
、
え
び
の
市
で
口

蹄
疫
が
終
息
し
、
球
磨
畜

産
農
協
で
は
、
七
月
の
仔

牛
せ
り
市
が
な
さ
れ
る
よ

う
で
あ
る
が
都
城
市
で
七

月
九
日
発
症
し
た
が
、
せ

り
市
は
あ
る
の
か
。
ま
た

本
町
で
発
症
し
た
場
合
で

の
対
策
は
土
地
問
題
が
一
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坂
口
幸
法
議
員

９

一
般
質
問

森
下
孝
幸
議
員

給
食
費
未
納
問
題
は

150
万
７
千
円
が
未
納
に

Ａ Ｑ

強
化
し
、
こ
の
問
題
に
取

り
組
み
た
い
。
ま
た
、
今

回
の
子
ど
も
手
当
支
給
に

も
対
策
を
講
じ
た
い
。

質
問　

本
町
に
お
け
る
給

食
費
未
納
と
な
っ
て
い
る

金
額
と
未
納
率
、
そ
の
未

納
の
原
因
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
あ
る
と
分
析
し
て

い
る
か
、
ま
た
そ
の
対
策

は
。

宮
本
教
育
振
興
課
長　

平

成
21
年
度
末
で
150
万
７
千

円
ほ
ど
あ
り
、
未
納
率
は

約
1.6
％
弱
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
と
し
て
ま

ず
は
、
近
年
に
お
け
る
景

気
低
迷
に
よ
る
所
得
収
入

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
原
因
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
あ
る
一
部
の
保

護
者
に
規
範
意
識
の
低
下

が
見
受
け
ら
れ
る
の
も
事

実
で
は
あ
り
ま
す
が
、
給

食
セ
ン
タ
ー
や
各
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
と
連
携
を

質
問　

若
い
女
性
に
増
え

て
い
る
子
宮
頸
が
ん
を
予

防
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
昨
年

解
禁
さ
れ
、
全
国
的
に
も

ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
を
す

る
自
治
体
も
増
え
て
い
ま

す
が
、
本
町
も
取
り
組
む

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
。

澤
村
健
康
保
険
課
長　

県

内
で
は
美
里
町
が
６
月
議

会
の
補
正
で
可
決
し
、
小

国
町
と
芦
北
町
が
補
正
予

算
を
提
案
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
得
な
が
ら
実
施
に
つ
い

て
は
判
断
を
仰
ぎ
な
が
ら

取
り
組
み
た
い
。

町
長　

倫
理
的
な
こ
と
も

含
め
検
討
し
、
こ
の
事
業

は
国
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
村
会
で
も
意

見
を
出
し
な
が
ら
県
・
国

に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

町
長　

地
域
の
方
々
と
相

談
を
し
な
が
ら
、
貴
重
な

建
物
、
文
化
財
を
残
し
て

い
く
よ
う
な
こ
と
を
要
項

に
従
っ
て
補
助
を
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

あ
る
。
従
来
そ
の
地
区
の

鎮
守
と
し
て
地
域
の
人
々

の
信
仰
を
仰
ぎ
、
ま
た
昔

は
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場

で
あ
っ
た
。
地
域
で
の
管

理
保
存
に
は
限
界
が
あ
る
。

町
で
更
な
る
充
分
な
助
成

は
で
き
な
い
か
。

宮
本
教
育
振
興
課
長　

町

の
文
化
財
保
護
条
例
で
、

無
形
・
有
形
を
問
わ
ず
、

管
理
及
び
修
理
に
対
す
る

補
助
が
あ
り
ま
す
。
条
例

の
中
で
管
理
、修
理
、修
繕
、

保
存
に
多
大
な
負
担
が
か

か
る
場
合
に
は
補
助
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消石灰がまかれた牛舎

て
の
み
移
動
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
畜

舎
の
回
り
に
埋
却
処

分
す
る
場
所
が
な
い

農
家
に
つ
い
て
は
、

町
有
地
や
第
三
者
の

土
地
を
相
談
し
、
殺

処
分
し
、
埋
め
る
こ

と
に
な
る
。

楽しい給食風景

子宮頸がん予防ワクチン接種補助を

倫理的なことも含め検討したいＡ

Ｑ
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一
般
質
問瀬

崎
哲
弘
議
員

里
山
活
性
化
に
つ
い
て

夢
の
あ
る
集
客
構
想
を

Ａ Ｑ

て
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
や
他

の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
う

い
う
自
然
に
親
し
む
と
い

う
、
都
会
に
な
い
部
分
で

競
争
を
し
な
が
ら
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
問　

宮
ヶ
野
周
辺
活
性

化
の
為
、
休
校
施
設
を
利

用
し
た
、
仮
称
「
か
じ
か

の
里
づ
く
り
」
の
提
案
、

か
じ
か
蛙
や
螢
、
蜩
ひ
ぐ
ら
しな

ど

の
自
然
物
を
生
か
し
た
鑑

賞
ツ
ア
ー
に
コ
ン
サ
ー
ト

や
演
芸
な
ど
を
セ
ッ
ト
し
、

有
志
に
よ
る
食
の
も
て
な

し
な
ど
、
地
域
の
人
た
ち

が
元
気
に
な
れ
る
触
れ
合

い
を
盛
り
込
み
、
ブ
ル
ー

ト
レ
イ
ン
と
の
相
乗
効
果

に
期
待
出
来
な
い
か
。

町
長　

本
当
に
夢
の
あ
る

と
い
い
ま
す
か
地
域
な
ら

で
は
の
特
色
を
生
か
し
た

構
想
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
う
い
う
も
の
を
今
後
、

ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
を
中
心

に
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
け
ど
、
総
合
的
に

考
え
な
が
ら
、
集
客
を
し

国
保
税
に
一
般
財
源
を

慎
重
を
期
し
て

Ａ Ｑ

う
だ
が
町
民
の
生
活
は
苦

し
く
、
一
般
財
源
を
使
っ

て
「
値
上
げ
す
べ
き
で
は

な
い
」
と
思
う
が
。

澤
村
健
康
保
険
課
長　

町

の
国
保
税
の
収
納
率
は
前

年
度
を
上
回
っ
て
い
ま
す

し
、
医
療
費
も
１
千
160
万

円
ほ
ど
上
回
っ
て
い
ま
す

の
で
、
払
え
な
い
人
が
増

え
て
、
病
院
に
か
か
れ
な

い
人
が
増
え
て
い
る
と
は

質
問　

国
民
の
約
４
割
が

加
入
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
は
保
険
税
が
高
す
ぎ

て
払
え
な
い
。
収
入
が
な

く
て
も
全
額
免
除
の
制
度

が
な
く
生
活
を
圧
迫
し
、

窓
口
負
担
が
多
く
て
病
院

に
か
か
れ
な
い
な
ど
医
療

を
受
け
ら
れ
な
い
人
が
増

え
て
い
る
。
社
会
保
障
と

し
て
の
皆
保
険
制
度
は
瀕

死
の
危
機
に
あ
る
。
本
町

は
約
１
千
400
万
円
の
税
値

上
げ
を
検
討
し
て
い
る
よ

町
営
住
宅
の
段
差
は

次
年
度
判
断
を

Ａ Ｑ

今
ま
で
に
36
箇
所

の
改
修
が
終
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

次
年
度
の
「
単

独
事
業
」
か
「
社

質
問　

町
営
住
宅
の
玄
関

の
段
差
が
高
く
危
険
で
あ

る
よ
う
で
す
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。

善
環
境
整
備
課
長　

ス
ロ

ー
プ
・
手
す
り
等
が
必
要

な
住
宅
は
現
在
93
戸
あ
り
、

く
ま
川
鉄
道
の
運
営
に
つ
い
て

今
回
は
各
市
町
村
で

Ａ Ｑ質
問　

赤
字
経
営
に
よ
る

分
担
金
の
結
論
が
出
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
に
ど
ん

な
論
議
が
な
さ
れ
て
き
た

の
か
、
広
域
行
政
組
合
が

持
つ
基
金
か
ら
運
用
出
来

る
道
は
な
い
の
か
。

町
長　

ふ
る
さ
と
創
成
基

金
の
こ
と
で
す
ね
。
こ
れ

会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
」
と
い
う
補
助
で
継
続

事
業
と
し
て
や
る
か
は
、

今
後
財
政
係
り
と
相
談
し

な
が
ら
判
断
し
ま
す
。



／たらぎ議会だより　第79号11

一
般
質
問

植　樹　祭
多良木町の「水ガメ」に

記 念 植 樹

　多良木町が今年、合併５５周年を迎え、４月

１４日宮ヶ野地区の町有林において、記念植樹

が行われました。

　この町有林は町が水源林として今年購入した

土地で、場所は多良木町の宮ヶ野取水口の上流

にあり、将来の水源林となるようにモミジ、ケ

ヤキ、モミなどの広葉樹の植樹を行った。

　参加者は黒肥地小緑の少年団の６年生、一般

参加の町民など８５人、議会からも議長をはじ

め、多数の議員が参加し黒肥地小「緑の少年団」

の児童と二人一組になり、多良木町林業研究ク

ラブの指導のもと、思い思いの樹種の苗木を、

議員と児童が協力し丁寧に植えた。将来、この

木が多良木町の「水ガメ」になることを祈り、

ここちよい汗を流しながら植樹を行った。（山中）

9 月から無人化になる多良木駅

合
併
市
町
村
の
負
担

金
の
問
題
も
そ
の
中

に
含
ま
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
急
々
に
は

で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
今
回
は
各
市

町
村
で
６
千
万
円

ず
つ
拠
出
す
る
と
決

ま
っ
た
わ
け
で
す
。

は
目
的
に
そ
っ
て
や
っ
て

い
く
わ
け
で
す
が
、
く
ま

川
鉄
道
に
使
え
な
い
か
と

い
う
意
見
と
、
ふ
る
里
資

金
の
目
的
に
向
か
っ
て
使

う
べ
き
資
金
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今

回
６
千
万
円
を
各
町
村
で

出
す
と
い
っ
た
と
き
に
、

ふ
る
里
基
金
か
ら
出
し
た

ら
と
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、

久
保
田
悦
子
議
員

言
い
が
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
国
保
税
の
調

定
額
は
不
況
等
の
影
響
に

よ
り
減
少
し
税
収
が
下
が

り
、
ま
た
医
療
費
は
上
が

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
値

下
げ
さ
れ
て
い
た
分
を
、

平
成
19
年
度
な
み
に
保
険

料
を
戻
す
と
１
千
400
万

円
の
増
収
と
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
現
時
点
で

３
千
800
万
円
の
歳
入
不
足

が
見
込
ま
れ
、
差
し
引
き

約
２
千
400
万
円
程
度
足
り

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

町
長　

一
般
財
源
を
国
保

税
に
つ
ぎ
込
む
こ
と
は
、

い
わ
ゆ
る
「
社
会
保
険
」

に
加
入
し
て
い
る
人
の
税

金
を
も
つ
ぎ
込
む
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
慎
重
を

期
さ
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

合併５５周年
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　少子化対策事業の先進地として知られる、青森県の六戸町で視察研修を行なった。
　六戸町は人口１万６６４人で世帯数が３８２６世帯、規模的に多良木町と非常に似かよった町であ
る。少子化対策事業の一つに、若者定住支援事業があり、六戸町内の民間賃貸住宅に入居する若者夫
婦世帯に対し、その家賃の一部を補助する事業である。
　平成２４年３月３１日までの２年間、町内の民間賃貸住宅に居住地を定める、年齢２０歳以上４０
歳未満の夫婦に補助される。補助額は家賃の２万円を越えた部分を、２万円を限度額として補助をす
る。所得に制限はなく、その他の条件として、「町税、使用料の滞納がないこと」、「生活保護の補助
を受けていないこと」、「町内会に加入すること」となっている。
　次に、子ども医療制度について研修を行なった。この条例は子どもを養育している者に対し、子ど
もに係る医療費の一部を助成することにより、子どもの保健の向上と健やかな育成を図り、もって子
育て支援に資することを目的としている。
　平成２０年４月１日より施行され、平成２３年３月３１
日までの３年間で失効する。児童の対象条件として六戸町
に住所を有し、かつ１５歳までとなっている。医療費助成
の対象となる者は、医療機関、薬局、歯科、鍼灸等で、健
康保険の適用を受ける一部負担額である。申請に必要な書
類を揃え領収日より１年以内に申請を行なう。多良木町で
は現在６年生まで無料化だが、今後中学校卒業までを対象
とするよう、協議をしていく必要がある。　　　　（恒松）

若者夫婦に家賃補助　― 総務常任委員会 ―

　去る６月３０日、北海道の南幌町を昨年に続いて２回目の訪問をした。昨年は、政務調査の折に町
長、議長の親書をたずさえ表敬訪問をしたのだが、残念ながらわずかな時間の滞在だった。
　多良木町は、南幌町で、町長、議長の出席のもと、平成２２年２月２日午後２時から姉妹町の締結
を結んだ。今後は、児童交流を手始めに、物産交流、教育文化、産業振興などを図りながら、ともに
繁栄をするように交流事業を推進をしていくと思う。
　そこで今回、町民の皆様方に南幌町とはどういう町かということを正確にお伝えするためにも、ま
ずは自分たちが姉妹町のことを知ることが大切なことではないかと思い研修視察地に選定した。
　当日は、南幌町の三好町長、岡議長も同行して町内施設を案内していただいた。リバーサイド公園、
親水公園・排水機場、国営農地再編事業場、保健福祉総合センター、そして最後に町が一望できる、
ふるさと物産館までを研修視察した。

　どの場所も、どの施設も本町とは規模が違いすぎると
いう印象を感じた。道路にしても、道幅も広く、斜めに
合流するような道路はなく、碁盤の目のように直線的に
交差しながら道路がどこまでも続いている。南幌町は、
広々とした大地の中で、静かにそしておおらかに暮らし
ている町だという印象を感じた。
　来年の２月には、多良木町の小学生が訪問する計画を
しているが、そういう広大な風景を体験するだけでも一
生の思い出になる町ではないかと強く感じた。　　（福島）

姉  妹  町　南  幌  町　― 経済建設常任委員会 ―

政
務
調
査

役場と町の中心部

先　進　地　を　視　察先　進　地　を　視　察
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カメラルポ

13

カ
メ
ラ
ル
ポ

小水力発電（あさぎり町）
上のビハ公園に、小水力発電用の水車が３基
あり、公園内の外灯の電源に利用されていま
す。太田家住宅でも応用できるのでは？

あさぎり町火葬場
火葬場の老巧化にともない、より良い対策を
見いだすべく視察を行ない、執行部と一緒に
慎重に協議を続けていきます。

河川プール（槻木　綾北川）
旧槻木小で利用されていた河川プール、キャ
ンプ場オープンにむけて、中に堆積した砂利
を取り除く計画が予算化されました。

風力発電（西原村）
風車の数が１０基、発電出力が 17,500kW、
民家からの距離が２㎞で、住民の健康被害の
報告はないそうです。

多小建て替え工事現場
地元の企業による建設工事がはじまりまし
た。児童の安全に最善の注意をはらい、３月
の完成を目指して作業が進められています。

特 集



たらぎ議会だより　第79号／14

家つまぐれば銭んの出っとげな

広
報
特
別
委
員
会
構
成

◎
鍋
田　

清
高　

 

坂
口　

幸
法

○
林
田　

俊
策　

 

山
中　
　

馨

　

恒
松　

春
喜　

 

福
島　

典
生

編
集
後
記

こんど多良木じゃー、家ばつまぐれば
補助金の出っとげナ。

編
集
／
議
会
広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会　

平
成
22
年
７
月
29
日
発
行

発
行
／
多
良
木
町
議
会

〒
８
６
８―

０
５
９
５  

熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
多
良
木
１
６
４
８
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
６
６―

４
２―

６
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
６
６―

４
２―

２
２
９
３

豆ちしき

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
の
候
と
な
り
、
豪
雨
が
続
き

ま
す
が
、
災
害
の
な
い
こ
と
を
祈
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

▼
四
月
二
十
日
に
都
農
町
で
発
生
し
た
口
蹄
疫

は
、
感
染
の
広
が
り
を
抑
え
る
た
め
、
牛
や
豚

二
十
七
万
六
千
頭
の
殺
処
分
と
埋
却
を
終
え
、

七
十
日
ぶ
り
に
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
農
家
の
再
建
支
援
や
打
撃
を
受
け
た

観
光
・
運
輸
・
製
造
・
卸
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
・
飲

食
業
な
ど
地
域
経
済
の
復
興
に
移
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
球
磨
・
人
吉
に
も
大
き
な
影
を
落
と
し
た

口
蹄
疫
で
す
が
、
ま
だ
、
感
染
経
路
が
不
明
の
ま

ま
で
あ
り
、
今
後
も
消
毒
な
ど
の
防
疫
に
は
万
全

を
期
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
▼
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
で
、
日
本
は
カ
メ

ル
ー
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
勝
利
し
、
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
一
回
戦
で
パ
ラ
グ
ア
イ
に
Ｐ
Ｋ
戦
で
惜
し

く
も
敗
退
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
、「
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
素
晴
ら
し
さ
」
が
大
変
印
象
的
で
し

た
。
▼
七
月
一
日
に
簡
易
宿
泊
施
設
「
ブ
ル
ー
ト

レ
イ
ン
た
ら
ぎ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
熊
本

―

東
京
間
を
往
復
し
て
い
た
寝
台
特
急
「
は
や
ぶ

さ
」
三
両
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
簡
易
宿
泊
施
設

と
し
て
改
装
し
た
も
の
で
す
。
交
流
人
口
を
増
や

す
拠
点
施
設
と
し
て
、
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
町
の
振
興
に
役
立
て
る
た
め
、
皆

で
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
双
方
向
で
取

り
組
み
、
読
み
た
く
な
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目

指
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍋
田
）

豆ちしきのご要望は事務局へ

多楽男

球磨雄

じゃっとたい。
よか事の決まったよナー。

いろいろ決まりのあっとじゃろー。

まず多良木の町民で自分の家ば町内の資材販売店や町の
建設業者や大工さんに頼まんばんとたい。そぎゃーすれば町民の

生活は快適になって、町の産業は発展すっど。
じゃんナー。そいから

１０万円以上の仕事で、増改築・修繕・模様替え、車庫やら防犯設備やら
太陽光発電のごたるＣＯ２の削減につながるごたっもんもよかとバイ。

いくらまでよかとかナ。

工事費の２割は出て、最高限度額は２０万円までたい、
たとえば 100万円の工事のときにゃー２０万円出っとたい。

そして、今年は７月から 1,000 万円予算のあって
２５年の３月まですっとバイ。

そらよかナー。
おいも風呂なっとつまぐろーかナ。

おいもこぎゃん時なんかせんば、詳しかことは役場までナ。

女
性
消
防
隊
の
防
火
寸
劇
（
第
一
保
育
所
）


